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　４月１６日午前１時２５分ごろ、熊本地方を震源地とする
マグニチュード７．３、震度７の大地震が発生しました。由
布市ではこの時、震度６弱を記録。その後も同日午前７時
１１分ごろに震度５弱、２９日には震度５強の強い揺れを観
測し今なお余震が続いています。
　被災された皆さんに心からお見舞い申し上げます。
 「みんなでがんばろう」この言葉は、首藤市長の直筆で書か
れ、１日でも早い復興に向け共にがんばっていこうという思
いが込められています。



市政ニュース

市
税
等
の
災
害
減
免
に
つ
い
て

　
災
害
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
固
定
資
産
税
・
市
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
減
免
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
県
民
税

　
被
災
者
所
有
に
係
る
住
宅
ま
た
は
家
財
の
損
害
の
金
額
（
保
険
金
・
損
害
賠
償
金
に
よ

り
補
て
ん
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
除
く
）
が
、
価
格
の
10
分
の
3
以
上
で
あ
る
も
の
で
、
前

年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、
災
害
が
発
生
し
た
日
以
後
に

納
期
限
の
到
来
す
る
税
額
に
つ
い
て
は
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
軽
減
ま
た
は
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
減
免
と
は
別
に
、
確
定
申
告
に
お
い
て
雑
損
控
除
を
計
算
す
る
上
で
、
災
害
関
連
経
費

と
し
て
計
上
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
罹
災
証
明
・
領
収
書
等
の
関
係
書

類
等
を
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

《
災
害
関
連
経
費
と
は
、
土
砂
そ
の
他
障
害
物
を
除
去
す
る
た
め
の
費
用
・
消
毒
費
用
・

被
害
拡
大
防
止
の
た
め
の
費
用
な
ど
で
す
》

固
定
資
産
税

　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
に
係
る
被
害
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
う
ち
、
災
害
が
発
生
し
た
日
以
後
に
納
期
限
の
到
来
す
る
税
額
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
軽
減
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
家
屋
…
罹
災
証
明
に
よ
り
半
壊
以
上
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
損
害
の
程
度
に
応
じ

て
減
免
さ
れ
ま
す
。

・
償
却
資
産
…
災
害
を
受
け
た
償
却
資
産
の
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
減
免
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

・
減
免
申
請
書
…
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
）
ま
た
は
各
庁
舎
地
域
振
興
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

・
罹
災
証
明
…
各
庁
舎
地
域
振
興
課
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
）　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　
市
民
税
係
（
内
線
１
１
４
６
）

　
固
定
資
産
税
係
（
内
線
１
１
４
１
）

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

　

被
災
者
所
有
に
係
る
住
宅
ま
た
は
家
財
に
つ
き
、
受
け
た
損
害
金
額
（
保
険

金
・
損
害
賠
償
金
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
除
く
）
が
住
宅
等
の
価
格

の
10
分
の
3
以
上
で
あ
る
も
の
で
、
前
年
中
の
合
計
所
得
が
１
，０
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
年
度
分
の
災
害
後
に
到

来
す
る
納
期
に
係
る
税
（
保
険
料
）
に
つ
い
て
軽
減
・
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

・
減
免
申
請
書
…
保
険
課
・
健
康
増
進
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
ま
た
は
各
庁
舎
地

域
振
興
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

・
罹
災
証
明
…
各
庁
舎
地
域
振
興
課
で
手
続
き
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
固
定
資

産
税
・
市
県
民
税
の
減
免
申
請
時
に
罹
災
証
明
書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

は
不
要
で
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ

　
由
布
市
役
所
湯
布
院
庁
舎　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

　
保
険
課
（
内
線
３
３
２
・
３
３
３
）

　
健
康
増
進
課
（
内
線
３
５
２
・
３
５
４
）

納
税
猶
予

　
災
害
被
害
等
に
遭
っ
て
、
納
期
内
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
き
に

は
、
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
徴
収
猶
予
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
申
請

に
基
づ
く
も
の
で
、
原
則
１
年
以
内
の
期
間
に
限
り
、
一
定
の
要
件
の
も
と
納
税

が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
収
納
課
（
庄
内
庁
舎
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
収
納
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
０
３
・
１
３
０
５
）

　由布市からの「観光情報」「防災情報」「暮らしの情報」「お知らせ」を、タイムリーに通知してくれる由
布市公式アプリ「ゆふポ」が誕生しました！
　観光情報はもちろんのこと、ユーバスの時刻表や運休情報の配信、健康マイレージポイントの管理など、
由布市に生活圏のある方にも便利な機能が満載です。また、由布市から防災や子育て、予防接種などのお
知らせも配信していきますので、是非ダウンロードしてお使いくださいね。

●アプリのダウンロードはこちらから▼
　GooglePlay、AppStoreから「ゆふポ」で検索

●問い合わせ

総合政策課（庄内庁舎）
☎０９７–５８２–１１１１（内線1222）

お問い合わせは下記まで
よろしくお願いします。

観 光 機 能 防 災 機 能 暮 ら し の 機 能

・観光地情報検索
・伝統芸能動画配信
・イベントカレンダー
・マナーガイド
・新着情報配信

・防災マップ表示
・AED設置場所表示
・避難場所への誘導
・安否確認
・新着情報配信

・マイレージポイント管理
・コミュニティバス時刻表
・給食の献立
・移住定住
・新着情報配信

由布市公式アプリ「ゆふポ」が誕生！
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市政ニュース

　
由
布
市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
新
規
事
業
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
促
進

事
業
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
公
共
の
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
う
と
、

参
加
人
数
に
応
じ
て
、
清
掃
活
動
者
が
指
定
し
た
同
市
内
の
幼
・
小
・
中
・
高
等
学

校
に
図
書
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
図
書
カ
ー
ド
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
環
境
課
、
挾
間
・
庄
内
地
域
振
興
課
窓
口

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
清
掃
活
動
報
告
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
様
式
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
交
付
金
、
補
助
金
、
委
託
料
、
謝
金
な
ど
金
銭
の
給
付
を
受
け
て
行
う
清
掃
や
、

寺
社
に
関
連
す
る
清
掃
（
政
教
分
離
）
は
対
象
外
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

﹁
平
成
二
十
八
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
﹂
を
６
月
１
日
に
実
施
し
ま
す

 

「
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
」
は
、
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を
同
一
時
点
で

網
羅
的
に
把
握
す
る
我
が
国
唯
一
の
調
査
で
あ
り
、
全
国
の

全
て
の
事
業
所
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
か
ら
「
経
済
の
国

勢
調
査
」
と
言
え
る
も
の
で
す
。

　
経
済
活
動
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
と
し
た
各
種
統
計
調
査
の

母
集
団
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
の
目
的

以
外
（
例
え
ば
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課
情
報
統
計
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
５
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
促
進
事
業
を
開
始
し
ま
す

日
本
経
済
の
未
来
は
、
あ
な
た
の
調
査
票
か
ら

由布での出会いを応援します！
　由布市では、未婚化や晩婚化など少子化の要因を解消するため、結婚を望む人への多様な出会いの
創出が期待されるイベントに要する経費に対して、予算の範囲内で補助金を交付する助成制度を始め
ます。
１. 対象となる団体
　ＮＰＯ法人、社会福祉法人、学校法人、協同組合、民間企業、
地域づくり団体その他結婚のための活動を支援および推進する団
体等とし、次の各号に該当する団体を除きます。
（１）政治活動を行うことを目的とする団体
（２）宗教活動を行うことを目的とする団体
（３）その他市長が適当でないと認める団体
２. 対象となる事業
　次の各号に掲げる要件を備えた婚活イベントを行う団体に対し、
予算の範囲内で補助金を交付します。
（１）営利を事業の目的としないこと。
（２）２０歳以上の人を対象に市内で開催する婚活イベントであること。
（３）参加者のうち概ね半数が由布市に在住または由布市にある事業所に勤務している者であること。
３. 補助金額
　一つの補助対象事業につき３０万円を上限とします。
　なお、同一補助対象団体への補助は、同一年度内に１回を限度とします。
４. 申込方法　６月１０日㈮までに所定の事業計画書を提出していただきます。
５. 申込先・問い合わせ
　総合政策課企画調整係（庄内庁舎）☎０９７－５８２－１１１１（内線１２２７）

　次の各号に掲げる要件を備えた婚活イベントを行う団体に対し、　次の各号に掲げる要件を備えた婚活イベントを行う団体に対し、

便利な
インターネットでの

回答をおすすめ
しています！

　市では、予算の執行状況や市の財産の内訳などを市民の皆さんに知っていただくために、年
２回財政状況を公表しています。今回は、平成27年度下半期（平成28年３月31日現在速報
値）の状況についてお知らせします。
　平成27年度の一般会計予算は、当初180億1,806万円でスタートして、その後の補正で
186億3,797万円となりました。この予算額に対する収入済額は164億6,636万円（収入率
88.3％）、支出済額は172億9,803万円（執行率92.8％）となっています。
　なお、決算確定値については11月に発行する市報でお知らせする予定です。

問い合わせ◆財政課財政係（庄内庁舎）  ☎ 097-582-1111（内線 1217・1218・1221）

平成27年度下半期 財政状況報告 ●市民１人当たりに
　換算すると…

市有財産の状況

その他の会計
会計名 予算額 支出入済額 率

上水道事業

収益的収入 6億 306万円 5億8,456万円 96.9%

収益的支出 6億4,678万円 5億9,477万円 92.0%

資本的収入 2億1,565万円 2億 555万円 95.3%

資本的支出 4億1,833万円 4億 471万円 96.7%

会計名 予算額 収入済額 率 支出済額 率

国民健康保険 51億9,092万円 51億4,035万円 99.0% 50億8,209万円 97.9%

介 護 保 険 41億1,326万円 39億6,632万円 96.4% 38億8,789万円 94.5%

後期高齢者医療 4億1,829万円 4億1,727万円 99.8% 4億 433万円 96.7%

簡易水道事業 4億1,501万円 2億8,155万円 67.8% 3億9,355万円 94.8%

農業集落排水事業 1億 155万円 1億 26万円 98.7% 1億 20万円 98.7%

健康温泉館事業 1億3,002万円 1億3,055万円 100.4% 1億2,706万円 97.7%

市債（市が借りているお金）の現在高見込

254億4,234万円
　市債は道路や学校、水道施設などを
建設する場合などに発行しています。
　市道の新設改良工事や市役所庁舎、
消防庁舎建設により、前年度同期の残
高よりも4億5,879万円増額となって
います。

一 般 会 計 213億3,675万円

上 水 道 事 業 会 計 24億7,948万円

簡 易 水 道 事 業 会 計 11億 388万円

農業集落排水事業会計 5億2,223万円

健康温泉館事業会計 0万円

一時借入金の状況

平成28年3月31日現在、一時借入金
の現在高はありません。

一般会計
●歳入（市に入ってきたお金）

区　分 予算額 収入済額 率

市 税 38 億 1,105 万円 39 億 5,374 万円 103.7%

地 方 譲 与 税 1 億 9,467 万円 1 億 9,975 万円 102.6%

利子割交付金 591 万円 560 万円 94.8%

配当割交付金 1,512 万円 1,231 万円 81.4%

地方消費税交付金 6 億 3,353 万円 6 億 7,599 万円 106.7%

地 方 交 付 税 55 億 6,454 万円 57 億 5,093 万円 103.3%

分担金および負担金 4 億 7,957 万円 4 億 1,972 万円 87.5%

使用料および手数料 2 億 5,074 万円 2 億 4,269 万円 96.8%

国 庫 支 出 金 23 億 748 万円 19 億 9,133 万円 86.3%

県 支 出 金 14 億 4,631 万円 12 億 5,638 万円 86.9%

繰 入 金 901 万円 901 万円 100.0%

諸 収 入 1 億 4,244 万円 1 億 2,197 万円 85.6%

市 債 33 億 597 万円 13 億 5,257 万円 40.9%

そ の 他 4 億 7,163 万円 4 億 7,437 万円 157.2%

合 計 186 億 3,797 万円 164 億6,636 万円 88.3%

土　　地 建　　物 出資金 基　　金

26,016,746.12㎡ 175,603.21㎡ 4億393万円 73億2,858万円

●歳出（市が使ったお金）
区　分 予算額 支出済額 率

議 会 費 1 億 9,028 万円 1 億 8,161 万円 95.4%

総 務 費 35 億 481 万円 30 億 9,322 万円 88.3%

民 生 費 58 億 2,044 万円 56 億 5,193 万円 97.1%

衛 生 費 14 億 1,745 万円 13 億 8,164 万円 97.5%

労 働 費 560 万円 560 万円 100.0%

農林水産業費 9 億 5,770 万円 8 億 8,391 万円 92.3%

商 工 費 1 億 9,879 万円 1 億 5,757 万円 79.3%

土 木 費 15 億 654 万円 10 億 179 万円 66.5%

消 防 費 12 億 5,360 万円 12 億 3,238 万円 98.3%

教 育 費 16 億 9,113 万円 16 億 3,621 万円 96.8%

災 害 復 旧 費 3,848 万円 3,576 万円 92.9%

公 債 費 19 億 6,511 万円 19 億 6,467 万円 100.0%

諸 支 出 金 7,273 万円 7,174 万円 98.6%

予 備 費 1,531 万円 0　円 0.0%

合 計 186 億 3,797 万円 172 億 9,803 万円 92.8%

皆さんが
市に納めた税金は
112,160円

皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ
た
費
用
は

総務費
87,748円

民生費
160,334円

衛生費
39,194円

農林水産業費
25,075円

商工費
4,470円

土木費
28,419円

消防費
34,960円

教育費
46,416円

公債費
55,734円

その他
8,201円
平成28年3月末

人口35,251人で算出
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便
利
で
安
心
！！
市
税
の
納
付
は

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

・
納
期
毎
に
金
融
機
関
に
納
付
す
る
手
間
が
省
け

ま
す
。

・
納
付
が
遅
れ
た
た
め
督
促
を
受
け
た
り
、
延

滞
金
が
追
徴
さ
れ
た
り
す
る
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。

●
口
座
振
替
に
つ
い
て

・
一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
翌
年
度
以
降

も
継
続
さ
れ
ま
す
。

・
引
落
不
能
分
の
再
引
落
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
納
期
限
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
振
替
申
込
書
提
出
日
の
翌
月
末
か
ら
の
開
始

と
な
り
ま
す
が
、
申
込
書
の
内
容
に
つ
い
て

金
融
機
関
で
の
照
合
・
確
認
等
に
日
数
が
必

要
な
た
め
、
毎
月
20
日
ご
ろ
ま
で
に
提
出
さ

れ
る
と
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

●
固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
の
注
意

・
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
等
の
相
続
な
ど
に
よ
り
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
新
し
く
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

・
口
座
振
替
依
頼
書（
申
込
書
）を
記
入
の
際
は
、

納
税
通
知
書
毎
に
通
知
書
番
号
ま
た
は
、
納

税
義
務
者
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

・
大
分
銀
行　
　
　
　
　

  

・
豊
和
銀
行

・
大
分
み
ら
い
信
用
金
庫  

・
大
分
県
信
用
組
合

・
大
分
県
農
業
協
同
組
合  

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

通
帳
、
届
出
印
、
納
税
通
知
書
等
通
知
書
番

号
が
分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
収
納
課
（
庄
内
庁
舎
）　

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

 

（
内
線
１
３
０
２
・
１
３
０
３
・
１
３
０
５
）

市政ニュース

　

旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝
事
業
（
厚
生
労
働
省
主

催
）
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
実
施
地
域
（
予
定
）

旧
ソ
連
地
域
、
中
国
東
北
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

硫
黄
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ビ
ス
マ
ー

ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

●
実
施
期
間　
平
成
28
年
８
月
中
旬
～
平
成
29
年
３
月
初
旬

●
対
象
者　
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟

姉
妹
、
孫
、
甥･

姪
）

※
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
弾
力
的
運
用
が
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
ご
遺
族
の
方
は
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課
福
祉
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　

在
宅
の
高
齢
者
等
が
い
る
世
帯
が
、
住
宅
設
備

を
そ
の
在
宅
高
齢
者
に
適
す
る
よ
う
に
改
造
（
バ

リ
ア
フ
リ
ー
）
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
市
内
に
３
ヵ
月
以
上
住
所
を
有
す
る
、
以
下

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
が
行
う
住
宅

の
改
造

⒈
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
支

援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
高
齢
者

が
い
る
世
帯

⒉
住
宅
改
造
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
、
在
宅
の

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

⒊
在
宅
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
の
給
付
対
象
と
な
る

改
造
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
。

●
助
成
額

助
成
対
象
限
度
額
に
つ
い
て
は
60
万
円
と
し
、

そ
の
２
／
３
を
助
成
す
る
（
他
制
度
と
併
用
の

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

●
留
意
事
項

①
工
事
着
手
は
、
補
助
金
交
付
決
定
後
に
な
り

ま
す
。

②
協
議
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
も
採
択
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
３
日
㈮
ま
で

に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
対
策
課
福
祉
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

 

（
内
線
３
１
４
・
３
１
５
）

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
の
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
、

あ
た
た
か
な
雰
囲
気
の
中
で
豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
短
期
間
預
か
っ
て
く
だ
さ
る
方
や
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
預
か
っ
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
県
で
は
、
幅

広
く
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
日
程
の
ほ
か
、
５
月
～
８
月
に
か
け
て
県
内
各
地

で
里
親
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
里
親
募
集
説
明
会
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
日
時　
６
月
29
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
由
布
市
役
所
挾
間
庁
舎　
２
階
会
議
室

●
参
加
費　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
７

－

５
４
４

－

２
０
１
６
（
里
親
担
当
）

慰
霊
巡
拝
事
業
の
ご
案
内

在
宅
高
齢
者
住
宅

改
造
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

（
赤
ち
ゃ
ん
短
期
入
り
）

　自動車税の税率に対し、軽自動車税の税率は約４分の１となっておりましたが、価格や性能の面で差が
なくなってきている点などを考慮し、平成２８年度から軽自動車税の標準税率の引き上げがされることと
なりました。
●軽自動車税 新税率について
　平成２８年度から、環境性能に応じた課税を行うため、平成２７年４月１日以降に初度検査を受けた新
車に対し新税率が適用されます。
　適用車種および税額は以下のとおりです。
●三輪以上の軽自動車

区　分

平成27年４月１日以降の新車 平成27年３月31日までに
初度検査を受けた軽自動車

新税率
グリーン化特例(軽課)

（取得の翌年度分に限る） 現行税率
右記(経年車)
以外のもの

重課税率
（初度検査から13年
超の経年車に係る各
年度の税率)

概ね75%
軽減※1

概ね50%
軽減※2

概ね25%
軽減※3

①四輪以上のもの
　＜自家用＞　乗用
　　　　　　貨物用
　＜営業用＞　乗用
　　　　　　貨物用

10,800円
5,000円
6,900円
3,800円

2,700円
1,300円
1,800円
1,000円

5,400円
2,500円
3,500円
1,900円

8,100円
3,800円
5,200円
2,900円

7,200円
4,000円
5,500円
3,000円

12,900円
6,000円
8,200円
4,500円

②三輪のもの 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円 3,100円 4,600円
※１：電気軽自動車、天然ガス軽自動車（ポスト新長期規制からNOX10%低減)
※２：H17年排出ガス基準75%低減達成かつH32年度燃費基準+20%達成車(乗用)・H17年排出ガス基準75%低減達成かつH27

年度燃費基準+35%達成車(貨物)
※３：H17年排出ガス基準75%低減達成かつH32年度燃費基準達成車(乗用)・H17年排出ガス基準75%低減達成かつH27年度燃

費基準+15%達成車(貨物)
●原動機付自転車および二輪車等について

区　分 小型二輪
（250cc超)

軽二輪
（125cc超
250cc以下)

原動機付自転車（125cc以下） 小型特殊
90cc超

125cc以下
50cc超

90cc以下 50cc以下 ミニカー 農耕用 その他

標準税率（平成28
年度分以降の各年
度の税率）

6,000円 3,600円 2,400円 2,000円 2,000円 3,700円 2,400円 5,900円

注：既存車・新車共通で適用される。
●問い合わせ　税務課（庄内庁舎）　☎０９７－５８２－１１１１

軽自動車税における税制改正のお知らせ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
と
は
、
税
負
担
の
公
平
性

を
図
る
た
め
、
差
押
え
た
滞
納
者
の
財
産
を
売
却
し

て
税
金
に
充
て
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

　

左
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
由
布
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
公
売
実
施
期
間

参
加
申
込
期
間
：
５
月
27
日
㈮
午
後
１
時
～
６
月

13
日
㈪
午
後
11
時

入
札
期
間
：
６
月
20
日
㈪
午
後
１
時
～
６
月
22
㈬

午
後
11
時

下
見
会
：
５
月
31
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
下
見
会
会
場
：
由
布
市
役
所
庄
内
庁
舎
３
階　

第
７
会
議
室
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
場
所
・
方
法

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
せ
り
売
り
形
式
で
行

い
ま
す
。

●
公
売
予
定
物
件　
軽
自
動
車
、
テ
レ
ビ
等

※
滞
納
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
公
売
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
参
加
方
法
詳
細

　

Yahoo!JAPAN

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内
の
由
布

市
の
ペ
ー
ジ
（http://koubai.auctions.yahoo.

co.jp/oit_yufu_city

）
で
参
加
申
込
出
来
ま
す
。

　

参
加
申
込
、
入
札
方
法
等
は
由
布
市
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
ご
案
内
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.
yufu.oita.jp/auction/

）

●
問
い
合
わ
せ　
収
納
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－
１
１
１
１

 

（
内
線
１
３
０
３
・
１
３
０
５
）

差
押
財
産
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
実
施
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市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
年

緑
の
募
金
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
平
成
27
年

度
の
由
布
市
の
募
金
実
績
は
、

１
，１
３
３
，８
３
１
円
で
し
た
。

緑
化
事
業
費
と
し
て
由
布
市
へ

５
７
７
，０
０
０
円
が
交
付
さ
れ
、

由
布
川
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

ラ
カ
ン
マ
キ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
か
ら
の
募

金
を
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
由
布
市
の
森
林
の
整
備
や
環
境
緑
化
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

市政ニュース

《
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す
》

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住

宅
は
、
現
在
の
耐
震
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
県
が
登
録
し
た
専
門
家
（
※
１
）
の

耐
震
診
断
を
受
け
、
自
宅
の
耐
震
性
能
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
市
で
は
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

●
対
象

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
一

戸
建
て
住
宅
（
一
定
の
条
件
を
満
た
す
建
築
物
）

●
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
２
／
３
以
内
か
つ
上
限
３
万
円

●
募
集
戸
数　
５
戸

※
１ 

大
分
県
で
は
「
お
お
い
た
住
ま
い
守
り
隊
」

か
ら
選
定
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.pref.
oita.jp/ 

《
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す
》

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
市

が
補
助
し
ま
す
。

●
対
象　
改
修
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
も
の

●
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
２
／
３
以
内
か
つ
上
限
80
万
円

●
募
集
戸
数　
３
戸

◆
受
付
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈬

た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
る
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
用
地
管
理
係
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

 

（
内
線
１
１
２
５
）

　
由
布
市
で
は
、
災
害
時
の
避
難
等
に
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

を
事
前
に
把
握
す
る
た
め
、
ご
本
人
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
由
布
市
消
防

署
、
地
域
の
民
生
委
員
、
自
治
委
員
な
ど
と
共

有
し
、
災
害
時
に
お
け
る
安
否
確
認
や
避
難
の

誘
導
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
に
活
用

し
ま
す
。

●
登
録
で
き
る
方

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯　
　
　
・
障
が
い
者

・
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児　
　
・
難
病
患
者

・
日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
人

●
登
録
に
あ
た
っ
て

　
登
録
し
て
も
確
実
な
支
援
や
安
全
を
保
障
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
情
報
キ
ッ
ト

　
登
録
者
に
は
民
生
委
員
を
通
じ
て
、
救
急
災

害
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。
医
療
情

報
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
載
し
た
台
帳
を
キ

ッ
ト
に
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
頂

き
、
避
難
す
る
と
き
に
活
用
し
ま
す
。

●
登
録
方
法

①
福
祉
対
策
課
（
挾
間
、
庄
内
は
地
域
振
興

課
）
の
窓
口
に
申
請
書
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

②
お
住
ま
い
の
民
生
委
員
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

 

（
内
線
３
１
４
・
３
１
５
）

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

補
助
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
録
に
つ
い
て

●問い合わせ　農業委員会（挾間庁舎）　☎０９７－５８３－１１１１

緑
溢
れ
る
由
布
市
へ

大
分
自
動
車
道

湯
布
院
Ｉ
Ｃ（
上
下
線
）入
口
夜
間
閉
鎖

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本 

大
分
高
速
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
６
月
９
日
㈭
夜 ⇒

 

６
月
15
日
㈬
朝
の
平
日
４
夜
間

　
午
後
９
時
～
翌
午
前
６
時

　
予
備
日 

６
月
15
日
㈬
夜 ⇒

 

６
月
21
日
㈫
朝

※
湯
布
院
Ｉ
Ｃ
入
口
閉
鎖 

出
口
は
利
用
で
き
ま
す
。

※
平
日
夜
間
の
み
通
行
止
め
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本 

大
分
高
速
道
路
事
務
所

　
☎
０
９
７

－

５
４
６

－

８
０
６
１

　
由
布
市
に
は
５
館
の
公
立
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
い
く
つ
か
の
館
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が

進
み
、
建
て
替
え
の
要
望
を
頂
い
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
●
な
ぜ
公
民
館
は
あ
る
の
？ 

●
公
民
館
に
は
ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
？ 

●
公
民
館
と
防
災
の

関
係
っ
て
？ 

な
ど
、
公
民
館
を
テ
ー
マ
に
全
７
回
で
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
７
回
の
講
座
の
終
了
後
に
も
公
民
館
づ
く
り
に
つ
い
て
の
臨
時
講
座
等
へ
参
加

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
資
料
準
備
や
会
場
の
確
保
の
た
め
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
５
月
25
日
㈬
（
定
員
：
70
人
）

『
公
民
館
づ
く
り
市
民
塾
』

日　
程
：
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
全
７
回
（
日
程
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
）

時　
間
：
午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時

場　
所
：
庄
内
庁
舎
３
階
大
会
議
室
（
予
定
）
※
会
場
ま
で
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

そ
の
他
：
受
講
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
７
回
全
て
を
受
講
で
き
る
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
５
６
４
）

●
申
込
先　
生
涯
学
習
係
の
ほ
か
最
寄
り
の
各
公
民
館
へ

　
挾
間
公
民
館　
　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
８

　
庄
内
公
民
館　
　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
２
１
４

　
湯
布
院
公
民
館　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

２
６
０
４

　
市
で
は
、
由
布
市
内
の
民
間
建
築
物
で
吹
き
付
け
建
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
分
析
に
要
し
た
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

●
対
象　
ア
ス
ベ
ス
ト
が
建
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
由
布
市
内
の
民
間
建
築
物

●
補
助
金
額　
専
門
分
析
機
関
に
委
託
し
た
費
用
の
全
額
（
上
限
25
万
円
）

●
募
集
戸
数　
１
戸　
　
●
受
付
期
間　
6
月
1
日
㈬
～
11
月
30
日
㈬

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
用
地
管
理
係
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
５
）

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
公
民
館
を
創
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
公
民
館
づ
く
り
市
民
塾
』受
講
生
募
集
！！

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
分
析
に
要
し
た
費
用
を
補
助
し
ま
す

　４月１日からの法改正により新たな農業委員会制度が始まり、下記のとおり新しい農業委
員が任命されましたので、ご紹介します。
　なお、任期は平成28年４月１日から３年間です。よろしくお願いします。
※敬称は省略します。左上より右へ議席番号順にご紹介します。（　）内は住所表記地区名

由
布
市
農
業
委
員
会
の

新
し
い
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

大津　雄司
（挾間町・下市）

髙田　英
（湯布院町・川北）

江藤　国子
（湯布院町・川西）

縣　次男
（湯布院町・塚原）

麻生　俊之輔
（庄内町・平石）

小野　惠美子
（挾間町・谷）

姫野　康二
（湯布院町・川北）

二ノ宮　政廣
（庄内町・柿原）

大塚　弘士
（庄内町・阿蘇野）

坂本　成一
（庄内町・北大津留）

安部　義浩
（挾間町・朴木）
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　３月２６日、大龍東部１区自治区内で「ウォーキング大会」が開催されました。平成２７年度から取り
組んでいる由布コミュニティ（地域の底力再生）事業の一環としての取り組みで、「竜神の滝」や県指定の

有形文化財に登録され
ている「宝塔」など自
治区内の名所を約２時
間半かけて巡りました。
ウォーキング終了後に
は、前日に開催された
「そば打ち体験教室」
で作られた、地元産の
原料を使ったそばが振
る舞われるなど多くの
方が顔を合わせ、交流
をはかる貴重な１日と
なりました。

　３月２９日、今回で２回目となる市内の地域資源を活用した６次産業化商品の生産者らと観光および流
通関係者らをつなぐ「第２回ゆふ食の笑談会」が、湯布院町の乙丸地区公民館とふれあい広場で開催され
ました。当日は、湯布院の旅館やホテル関係者をはじめ、県内外から多くの流通関係者らで賑わいました。

また、農業青年グルー
プ「由布市わくわく農
業会議」によるもちつ
きやお接待、ゆふいん
源流太鼓の演奏や由布
高校郷土芸能部による
庄内神楽の奉納なども
行われ、春の由布市を
訪れていたたくさんの
観光客らが、由布のお
いしい「食」と「伝統
芸能」などを満喫して
いました。

地
域

Ｐ
Ｒ

地
元
の
魅
力
を
再
発
見

由
布
市
の
特
産
品

ま
す
ま
す
元
気
で
す
！

▲見事今回、賞に選ばれた特産品をご紹介！（左から）麦焼酎「由布之郷」（小野酒造株式会社）、いちごのビネガー（後藤苺農園）、白蜜トマト（リモージュ農園）

　
由
布
市
で
は
「
豊

か
な
水
環
境
創
出
ゆ

ふ
い
ん
会
議
」
と
連

携
し
な
が
ら
、
大
分

県
・
地
域
を
担
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
協
働
モ
デ
ル
創

出
事
業
「
大
分
川
・

宮
川
の
水
環
境
を
豊

か
に
し
、
育
て
て
い

く
事
業
」
と
い
う
協

働
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、

大
分
川
や
支
流
の
水

環
境
や
川
づ
く
り
に
関
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
論

を
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
共
に
し
な
が
ら
、
大

分
川
の
活
用
や
保
全
、
将
来
像
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
分
川
上
流
の
河
川
整
備
計
画

策
定
に
も
活
用
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
年
に
２
、
３
回
程
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
（
平
日
の
夜
も
し
く
は
休
日
の
昼
）
、
大

分
川
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
や
取
り

組
み
た
い
こ
と
等
、
市
民
の
か
た
が
た
の
意
見
を
集

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
へ
の

出
席
や
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
子
ど
も
、
主
婦
、
高
齢
者
、
各
種
団
体
・
業
界

…
な
ど
老
若
男
女
、
多
様
な
立
場
・
世
代
か
ら
の
参

加
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
者

大
分
川
や
そ
の
支
流
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
る
方
（
中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
可
、
小
学
生
が

出
席
す
る
場
合
は
親
子
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

●
募
集
人
数　
30
人
程
度

●
日
時

参
加
者
は
メ
ン
バ
ー
登
録
し
て
頂
い
た
ら
、
後
日

開
催
情
報
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
参
加
料

無
料
（
た
だ
し
、
参
加
に
要
す
る
交
通
費
に
つ
い

て
は
自
己
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
）

●
申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
７
７

－

８
５

－

４
７
５
9
）

メ
ー
ル
（info@

yufuin-zaidan.jp

）

郵
便
（
は
が
き
・
封
筒
）
に
て
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
５
月
31
日
㈫

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

豊
か
な
水
環
境
創
出
ゆ
ふ
い
ん
会
議

〒
８
７
９

－

５
１
０
２

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
２
８
６
３

(

公
財)
人
材
育
成
ゆ
ふ
い
ん
財
団
内

☎
０
９
７
７

－

８
５

－

４
７
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
７

－

８
５

－

４
７
５
9

ま
た
は
、
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
ま
で

大
分
川
・
宮
川
の
水
環
境
を
豊
か
に
し
、

育
て
て
い
く
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

●
宮
川
で
の
外
来
種
・
藻
の
除
去
作
業

　
３
月
10
日
㈭
～
16
日
㈬

　
湯
布
院
町
の
大
分
川
の
支
流
・
宮
川
で
大
量
に

繁
殖
し
て
い
る
国
外
外
来
種
の
植
物
を
除
去
し
ま

し
た
。
国
外
外
来
種
で
あ
る
オ
オ
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ

な
ど
約
２
ト
ン
を
５
日
間
で
延
べ
約
１
０
０
人
の

手
に
よ
っ
て
除
去
し
ま
し
た
。

大
分
川
の
水
環
境
や
川
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
分
川・宮
川
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ 

参
加
者
募
集
！！
　
在
宅
で
生
活
す
る
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生

活
を
容
易
に
す
る
た
め
、
既
存
住
宅
の
浴
室
や
ト
イ
レ
等

を
特
別
に
障
が
い
者
向
け
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
障
が
い
の
内
容
に
適
し
た
改
造

と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
。

●
対
象
者

　
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
設
備
を
改
造
す
る
必
要
の
あ

る
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
65
歳
未
満
の
障
が
い
者

⑴
重
度
の
心
身
障
が
い
者
・
児
（
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
）

　
ア 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　
イ 

療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
（
も
し
く
は
Ａ
）

　
ウ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

⑵
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得
が

２
百
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

●
助
成
限
度
額

　
26
万
９
千
円
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
、
日
常
生
活
用
具

の
助
成
の
対
象
外
の
場
合
最
大
40
万
円
）

●
自
己
負
担

　
３
分
の
１
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
非
保
護
世

帯
の
方
は
、
補
助
対
象
経
費
内
）

●
優
先
と
な
る
制
度

　
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
事
業
優
先

●
申
込
締
切　
６
月
13
日
㈪

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１

 

（
内
線
３
１
７
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
住
宅
改
造
経
費

を
助
成
し
ま
す

市政ニュース

締
結
大
分
都
市
広
域
圏
で

連
携
協
約
締
結
！

　３月２９日、「第３回大分都市広域圏推進会議および連携協約調印式」が大分オアシスタワーホテルで
開催されました。当日は、大分都市広域圏ビジョンの最終承認を行い、その後由布市を含め７市が大分市

と連携中枢都市圏形成に係る連
携協約を締結しました。これは、
大分市が圏域の中心都市として
周辺市町と連携することで、経
済成長のけん引や生活関連機能
サービスの向上などを行うこと
により、人口減少・少子高齢社
会においても一定の圏域人口を
有し、活力ある社会経済を維持
するための圏域形成を行うこと
を目指しています。今後は、広
域連携で取り組みたい施策や事
業の具体的な検討に入ります。
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　３月２３日、由布ときめきアグリ（小野恵
美子会長）が、会員の技術向上と相互交流を
目的として、はさま未来館の調理室で研修会
を開催しました。初回の研修テーマは、市内
産の生乳を使った「チーズとバターづくり」。
当日は酪農を営む会員指導のもと２０人が参
加。みんなで一緒に手作りのチーズや牛乳を
使った料理などを堪能しました。今後もまん
じゅうやこんにゃく作りなどの研修会を予定
しています。

　３月２８日、庄内公民館で由布市地球温暖
化対策地域協議会の学習会が行われました。
当日は大分県栄養士会の方を講師に招き、食
材を全て使い切るエコクッキングを行いまし
た。協議会では、学習会の他にも、各地域の
祭りでの啓発やエコ教室など、地域密着型の
活動を通して、環境問題に対する意識啓発を
呼び掛けています。
問由布市地球温暖化対策地域協議会  庶務（環境課内）
　☎０９７７－８４－３１１１（内線522・525）

　４月８日、挾間町の旧朴木小学校講堂で株
式会社地域科学研究所の入社式が開催されま
した。同社は、廃校となった朴木小学校を市
から借りており、今回の入社式をはじめ地域
活性化に繋がる活動を行っています。当日は、
新入社員に向けて会社役員や先輩などから激
励や祝福の言葉が贈られ、笑顔いっぱいの式
となりました。昼からは校内で地域の方が
作った昼食を食べ、交流を図りました。

　４月２９日、「第３７回黒岳山開き」が庄内
町の男池駐車場で行われました。今年は一部
内容を変更しての開催。安全祈願祭では、市
内外から集まった登山者や関係者が１年間の
登山への安全を祈願しました。集まった登山
者へ記念品が配られた後、それぞれ登山やト
レッキングへ出発。原生林や花々の観察など
黒岳の大自然を楽しみました。

　４月１４日、由布市は福岡市と大分市、別
府市とスマートフォンなどで使える無料の公
衆無線ＬＡＮ「Wi-Fi（ワイファイ）」の相互
利用を可能にする協定を締結しました。い
ずれかのWi-Fiサービスに登録すれば４市の
サービスが利用でき、今後は九州の玄関口で
ある福岡市をはじめ大分市、別府市と連携し
４市間の国内外観光客の行き来を増やすねら
いです。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

大
自
然
を
堪
能

環
境

登
山

研
修

連
携

チ
ー
ズ
と

バ
タ
ー
づ
く
り
に
と
き
め
い
て

Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
相
互
利
用
へ

跡
地
利
用
で
活
性
化

活
動

長
寿

地
域

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

　３月３０日、１００歳を迎える橋本ハナ子
さんをお祝いするため、挾間町の「健寿荘」
を首藤市長が訪れました。橋本さんは、若い
時から農業に汗を流し９０歳ごろまで、田畑
に出ていたそうです。手先が器用で、裁縫
が得意だった橋本さん。長寿の秘訣は、く
よくよせず、前向きに生きることだそうです。
１００歳、本当におめでとうございます。

　挾間町詰自治区では、中山間直接支払制度
の取り組みの一環で、転作作物としてチュー
リップを植えました。植え方に特徴があり、
赤・黄・白・ピンクと色とりどりのチューリ
ップで「ＴＵＭＥ➡」と文字が出来るように
植えており見ごろを迎えました。詰自治区へ
入る道路沿いの田んぼに植えており、大きく
可愛らしい案内板の役割を果たしていました。

活
動
地
域
で
活
動
！

小
規
模
集
落
応
援
隊

　大分県と由布市では、高齢化や過疎化によ
る人手不足で、集落道の草刈り、水路の泥
上げ、祭りの準備や公民館等の清掃などが
困難になりつつある集落の共同作業を応援す
る「小規模集落応援隊事業」を、応援隊に登
録いただいた企業やNPO、ボランティアグ
ループなどさまざまな団体の協力により行っ
ています。4月8日には、「九州林産（株）湯布
院事務所」にご協力いただき、湯布院奥江自
治区の用水路掃除を実施しました。総勢２２
人で作業を実施、農業用水路には今年も水が
流れるようになり、地元関係者からは感謝と
喜びの声があがっています。
問総合政策課（庄内庁舎）
　☎０９７－５８２－１１１１（内線1227）

▲親子で自然観察を楽しむ様子 ▲見ごろを迎えたシャクナゲ

　社会貢献活動に取り組み、極めて顕著な功績のあった団体に贈られる「未来をつくる若者・オブ・ザ・
イヤー」内閣府特命担当大臣表彰を受賞した「ちょぼらクラブ」の皆さんが４月４日、首藤市長に受賞

の報告に訪れました。湯布院中
学校の生徒７人で構成され、環
境保全フォーラムの開催やSNS
によるいじめ問題をテーマにし
た寸劇、地域と連携した清掃活
動・イベントを行うなど自発的
な取り組みに加え、地域人材の
育成の起点となっていることな
どが評価されました。リーダー
の渡邉千鶴さんは「礼儀や人間
関係、人とのふれあい方などい
ろいろなことを学べた」と話し
てくれました。

受
賞
“
ち
ょ
こ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”

が
実
を
結
ぶ

　４月１日、障害者支援施設「小松寮」の運営
に関する引継式が由布市と社会福祉法人寿永会
との間で行われました。当日は、庄内庁舎で首
藤市長と佐藤慎二郎理事長が事務引継書に調印。
引継を受けた佐藤理事長は「総合的な福祉の提
供を目指す。入寮者や利用者の方へのサービス
の提供をより良いものにし、新たな小松寮へ」
と意気込みを話してくれました。

総
合
的
な

福
祉
提
供
を
目
指
し
て

引
継
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先着10団体
〆切５月31日㈫ 健康ナビ

事業所提案型介護予防教室のお知らせ

お茶の間サロンのお知らせ

地域で健康づくりや介護予防を目的とした〝集いの場”を開いてみませんか？

・公民館
・集会所
・ご自宅
　などどこでもＯＫ

　平成２８年４月から公民館や市内介護保険関連事業所で栄養や口腔、転倒予防などの介護予防教室を開催します。地域で
集まるきっかけづくりに、健康づくりについて勉強してみたい！そんな気持ちがある方はぜひ、利用してみませんか？

・教室内容・開催時期についての問い合わせや申し込みは、各事業所に直接ご連絡ください。
・教室の開催場所は、「通所」→事業所内、「出張」→地域の公民館等で実施します。

教室名 内容 場所等 事業所名運動 栄養 口腔 認知症予防

挾
間
町

えがお元気塾 ○ 通所・出張 ケアポート川崎
いきいき元気アップ教室 ○ ○ ○ ○ 通所・出張

健寿荘健やか！長寿に！転倒予防教室 ○ ○
出張頭も体も元気に!認知症予防教室 ○ ○

いつでもおいしく食事を！飲み込み教室 ○ ○ ○
歩行浴コース ○ 通所 豊友館足湯・フットケアコース
若葉苑介護予防教室 ○ ○ ○ 通所 若葉苑デイサービスセンター

「ドリーム」若葉苑となり組み介護予防教室 ○ ○ ○ 出張
転ばぬ先の杖！知って！動いて！長生き教室 ○ ○ ○ 出張

ごとう医院転ばぬ先の杖！動いて！動いて！長生き教室 ○ 通所転ばぬ先の杖！集まって！動いて！長生き教室 ○ ○ ○

庄
内
町

きらきらトキメキ青春塾 ○ ○ 出張 庄内厚生館デイサービスセンター長宝
じょうわえん青春塾ヘルスアップ教室 ○ ○ ○ ○ 通所 青春塾
じょうわえんデイ健康教室 ○ ○ ○ ○ 情和園デイサービスセンター
じょうわえん青春塾健康サロン ○ ○ 出張 青春塾

湯
布
院
町

今より元気に!!～リハビリ専門職と学ぶ健康づくり～ ○ ○ ○ ○ 通所 ＪＣＨＯ湯布院病院
運動機能向上教室 ○ 出張 すぎた福祉サービスセンター
とねりこ、みんなで笑顔の健康体操教室 ○ 通所 デイサービスセンター桜の庵
ぬくぬくルーム ○ 通所 特別養護老人ホーム温水園

●問い合わせ　健康増進課介護保険係（湯布院庁舎）　☎０９７７－８４－３１１１（内線351）

週１回～月１回程度を目安に開催
健康応援団 ＋ 趣味活動講師 ＋ 自分たちで

３回 ３回 ○回

健康応援団の派遣（３回/年まで）

補助金

趣味活動講師の紹介（３回/年まで）
笑いヨガの講師・ヘルスアップリーダー・
踊りの講師などなど、現在募集中！
特技や資格を生かして地域の皆さんと一緒
に活動してみませんか？

理学療法士・作業療法士・管理栄養士・歯科衛生士などの専
門職を派遣します！脳トレで認知症を予防したり、転ばない
体づくりに大切な食事について勉強してみませんか？

●企画料　2,000円（１サロンについて年額）
●活動補助金　100円×登録会員数×開催回数
●サポーター活動補助金
　100円×サポーター登録会員数×開催回数
●趣味活動講師補助金　2,000円（講師１人・３回まで）
※開催回数月４回を上限に補助金を交付します

お茶の間サロンって
どういうものかしら？

ご説明します！65歳以上の
由布市介護保険被保険者

65歳未満の方は
サポーターとして

５人以上で健康づくりや
おしゃべりをたのしむ集まり

お茶の間
サロン

活
動
計
画
は

　
　
皆
さ
ん
で
！

健康健康健康健康健康
今年も集めてお得で健康 健康マイレージ

くるくるリサイクル in 挾間くるくるリサイクル in 湯布院
　６月中、挾間健康センター前で子ども服の交換
会「くるくるリサイクルin挾間」を開催しています。
ぜひのぞいてみてください。
　また、ご不要になった子ども服の提供も募集して
います。
●収集日　５月16日㈪～随時
●開催日　６月３日㈮ 午前９時30分～６月30日㈭
●場　所　はさま未来間１階　健康センター
★お願い　洗濯できるものはきれいにして持って来

てください。名前入りのものはマジック等で名前
を消してください。

●問い合わせ　挾間健康センター
　☎０９７－５８３－１１１１（内線2125）

　お子さんの成長過程で不要になったものを必要な
方へと提供する『くるくるリサイクル』を開催しま
す。みなさんのお越しをお待ちしています。
●開催日　６月13日㈪～６月17日㈮
●時　間　午前10時～午後５時（最終日は午後３時まで）
●場　所　湯布院コミュニティセンター２階
　　　　 （湯布院庁舎向いの建物）
●内　容　子ども服（120㎝以上もあります）
　　　　　子ども用品、おもちゃ等
★協力のお願い　健康増進課窓口にてご不要になっ

た子ども用品の回収を随時行っています。洗濯で
きる物はきれいにして持って来てください。

●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎０９７７－８４－３１１１（内線364）

「みんなで健康づくり」参加グループも随時募集中！

●対象者　由布市に住所を有する平成10年３月以前に生まれた方
●ポイント対象期間　平成28年３月１日～平成29年２月28日
●応募期間　平成29年２月１日㈬～３月３日㈮
●応募受付・ポイント付与・マイレージシートなどの配布窓口
　挾間地域振興課・庄内地域振興課・健康増進課
●問い合わせ
　健康増進課（湯布院庁舎）☎０９７７－８４－３１１１（内線363）

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

ステップ①
やってみて

参加してみて
健康づくり

ステップ②
ポイントをもらって集める

ステップ③
集めたポイントを応募してお得

● 健康診査・がん検診
● 水中運動教室
● 市民講演会
● 健康づくり教室
● みんなで健康づくり
● ゆふいんチャレンジクラブ
● 食のマイレージ

● マイレージシート　　● ポイント券
● こつこつ健康づくり記録シート
● 食のマイレージ記録シート　など

１万ポイント以上集めて応募すると
もれなく千円分の商品券を進呈

＊おひとりにつき１回限り

さらに抽選で100人に
１万円分の商品券が当たる！

＊応募期間終了後に１万ポイントを１口として抽選
＊口数に応じて当選確率は上がりますが、重複しての当選は

ありません

１万ポイント以上で応募できます
●応募期間
　平成29年２月１日㈬～３月３日㈮

● ウォーキングイベント
● こつこつ健康づくり
● 公民館の各種教室
● トレーニングルーム（はさま未来館）
● スポーツクラブHASAMA
● みことスマイルインクラブ
● ヘルスアップリーダー等養成講座　　など

健康診査は3000Pもらえます　自分のためにも家族のためにもぜひ受診を！

特典① 特典②

補助金をもらって健康づくりや介護予防の活動を
自由に企画してみたい！

身近な事業所にお手伝いしてほしい！

お茶の間サロン

事業所提案型介護予防教室

市が実施する複合型の介護予防出前講座です。
平成２７年度は三船・向原・深谷・大龍・橋爪・中渕・岳本・下依地区で実施
しました。ご興味のある方は健康増進課介護保険係までご連絡ください。

すこやか健康サロン募集中
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水中運動をはじめてみませんか？
●日時　毎週水曜日　午前11時～正午
●場所　湯布院健康温泉館
●内容　水中での運動実践
　※健康相談コーナーも開設
●講師　松元 義人　先生
 （NPO法人ヘルスフィットネスフォーラム）
●持ち物
　水着、タオル
　水分補給できるもの
　健康温泉館入浴料300円
●備考
　予約は必要ありません
　直接時間までにお越しください
　※夏休み期間などは教室がお休みにな
　　る場合があります
●問い合わせ
　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎０９７７－８４－３１１１（内線362）

目指すは勝ち点３！
　４月２４日、ソニー仙台戦がホームで行われました。前半は、互いにシュートチャ
ンスを活かせず、スコアレスで折り返します。後半に入ると、ソニー仙台が猛攻を仕
掛けます。耐えるヴェルスパも後半８０分、８１分とたてつづけに得点を許します。
さらにロスタイムにも得点を許したヴェルスパは悔しい敗戦。ヴェルスパのシュート
本数は９本。チャンスを活かして、次節は勝利を勝ち取れ、頑張れ！ヴェルスパ！

今後の試合日程
▶５月14日㈯
　ファジアーノ岡山ネクスト
　大銀サＡ 13：00 キックオフ
▶５月21日㈯
　流経大ドラゴンズ龍ケ崎
　龍ケ崎 13：00 キックオフ
▶５月29日㈰
　栃木ウーヴァＦＣ
　大分佐伯 13：00 キックオフ
▶６月５日㈰
　ＦＣマルヤス岡崎
　豊田陸 13：00 キックオフ

頑張れ
！

ヴェル
スパ大

分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

湯平温泉祭でウォーク
　当日は雨天決行で、現地で受付を行います。
　また、コースは５㎞程度で、午前中終了予定です。
●開催日時　５月15日㈰
　　　　　　受付：午前８時30分から
●集合場所　湯平温泉駐車場
　　　　　　午前９時出発式
●持参する物　会費300円（保険・資料代等）
　　　　　　　帽子、水筒、雨具、タオル等
●万一、事故発生の場合は主催者加入保険の範囲内
での補償になります。

●問い合わせ
　由布高原ウォーキング協会事務局
　☎０９７７－８５－３０６７（高田）

猪の瀬戸ウォーク
　当日は雨天決行で、現地で受付を行います。
　また、コースは６㎞程度で、午前中終了予定です。
●開催日時　６月19日㈰
　　　　　　受付：午前８時30分から
●集合場所　城島高原トレッキング駐車場
　　　　　　９時出発式
●持参する物　会費300円（保険・資料代等）
　　　　　　　帽子、水筒、雨具、タオル等
●万一、事故発生の場合は主催者加入保険の範囲内
での補償になります。

●問い合わせ
　由布高原ウォーキング協会事務局
　☎０９７７－８５－３０６７（高田）

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

第２６回ゆふいん盆地
ＳＰＡ健康ウォーク＆マラソン大会

 「湯ったり走ろう」をテーマに今回で２６回
目を迎える本大会ですが、地震のため予定し
ていた内容の変更を、現在実行委員会で検討
しているところです。
　開催の詳細については６月初頭に決定する
ことになっております。参加を予定していた皆さまには大変
申し訳ありませんが、詳細について決定しましたら、市公式
ＨＰおよび市報でご報告させていただきます。
　以下の内容で検討中です。変更する場合もございますので
ご了承ください。
●とき　ウォーキングの部　１０月２９日㈯
　　　　マラソンの部　　　１０月３０日㈰
●ところ　由布市湯布院町内
●コース　未定
●参加料　未定
●問い合わせ　スポーツ振興課
　☎０９７７－８４－３１１１

参加者
大募集

健康ナビ
休日当番医

健康カレンダー

■ 内科・外科医

5/15（挾）さとう消化器・大腸肛門クリニック 097-583-8050
5/22（挾）何松内科循環器科 097-583-1131
5/29（湯）日野病院 0977-84-2181
6/ 5（湯）秋吉医院 0977-86-2241
6/12（湯）岩男病院 0977-84-3101

■ 歯科医

6/12（湯）田代歯科医院 0977-85-3322

■ 挾間

5/23㈪ 集団健診 石城小学校 9：30～10：45受付
朴木公民館 13：30～13：50受付

5/25㈬ 1歳６ヵ月児健診 挾間健康センター 13：15～14：00受付
5/30㈪ 集団健診 中惠公民館 9：30～10：30受付

挾間健康センター 13：30～14：30受付
5/31㈫ 集団健診 挾間健康センター 9：30～10：30受付

13：15～14：00受付
6/ 2㈭ 集団健診 由布川地域交流センター 9：30～11：00受付
6/ 7㈫ 集団健診 挾間健康センター 13：30～14：30受付

17：00～18：30受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
５月13日・20日・27日、６月３日・10日
６月３日は母子保健推進員さんと遊ぼう♪

（６月生まれの誕生日会も行います）

■ 庄内

5/13㈮ 10～11ヵ月児健診 庄内保健センター 13：15～13：45受付
6/ 3㈮ 幼児健診 庄内保健センター 13：15～13：45受付
5/24㈫ 集団健診 庄内体育センター 9：30～10：30受付

大津留小学校 13：30～14：00受付

■ 湯布院

5/18㈬ １歳６ヵ月児健診 ゆふいん子育て支援センター 13：00～13：15受付
6/ 9㈭ ３歳児健診 ゆふいん子育て支援センター 13：00～13：15受付

心の相談
●中部保健所由布保健部
　☎０９７－５８２－０６６０　※要予約
　５月27日㈮・６月24日㈮ 午前10時～正午
●挾間健康センター
　☎０９７－５８３－１１１１（内線2120）※要予約
　６月10日㈮ 面談：午後１時～午後２時30分
　　　　　　 電話：午後３時～午後４時30分
●上記日以外でご相談希望の場合は「総合相談窓口」へ
　☎０８０－８５６６－６２１４
　月～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）
　午前９時～午後５時

５月３１日は世界禁煙デーです

健康づくり、脱メタボに挑戦！

富山型デイサービス講演会

　この機会に禁煙について考
えてみませんか？
　また、禁煙はまだ・・・と
いう方は５月から始まる健康
診査で肺がん検診の受診をお
すすめします。

●健康バランス教室
会　場 日　程

はさま健康センター ８月23日㈫、12月26日㈪

庄内保健センター ６月29日㈬、２月27日㈪

湯布院コミュニティセンター 10月24日㈪
●時間　午前９時～正午
●内容　栄養・運動の実践講話
●持ち物
　運動できる服装・水分補給できるもの
　運動靴（はさま健康センターのみ室内用）
●定員　各会場３０人
　※事前に申し込みをお願いします
●申込先
　挾間：健康センター
　　　　☎０９７－５８３－１１１１（内線2120）
　庄内：保健センター
　　　　☎０９７－５８２－１１１１（内線1500）
　湯布院：健康増進課
　　　　☎０９７７－８４－３１１１（内線362）

●日時　６月12日㈰
　午後２時～午後５時（終了予定）
　受付開始　午後１時30分
●会場
　湯布院公民館（由布市中央公民館） 大ホール
●講師　ＮＰＯ法人　このゆびと～まれ
　　　　代表　惣万 佳代子　氏 
●テーマ
　富山型デイサービスが地域にあることの意味
●参加料　無料 （託児対応も無料で行います）
※終了後、書籍の販売あり。惣万氏から手渡され

ます。
※午後６時30分から懇親会の予定
●問い合わせ
　一般社団法人「あした天気になあれ」（松本）
　☎０９０－３３２９－７３５２
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５月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

６月の休館日
６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・28日㈫

『星宿る虫』
嶺里　俊介　著

一般　913.6／ミ

『ひとりは安らぎ感謝のとき』
梅木　信子　著

郷土　Ｈ289／ウ

『賢い子どもは「家」が違う！』
松永　暢史　著

子育て　379.9／マ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

新着図書一覧 ～新着図書の一部を紹介します～
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 007.6 イ ＩＬＬＵＳＴＲＡＴＯＲおいしいネタ事典

挾　
間

郷土 HE コ こざるのシャーロット
一般 591 オ 隠れ貧困　－中流以上でも破綻する危ない家計－ 健康 S493.1 ヤ 糖質制限の真実
一般 746 ク はじめての今さら聞けないスマホカメラ入門 健康 S498.3 ヤ 座ってできる！シニアヨガ
一般 913.6 ウ うめ婆行状記 くらし 596 ナ 一人分でもおいしくできる食べきりゴハン
一般 929.5 パ 黒い本 子育て 598.2 マ ぷにんぷにんぷ
文庫本 B933.7 グ 竜に愛されし少女イオナ　上・下 絵本 E ウ うどん対ラーメン
湾曲 159.6 ワ 幸せはあなたの心が決める 絵本 E ク クルツのごきげんしゃしんかん
湾曲 689.5 ユ ＵＳＪのツボ１００　－ハリポタ&人気スポット徹底ガイド－ しらべ学 653 ユ 木と日本人　３　葉や花、実と種
ヤング Y913.6 オ これは王国のかぎ 児童 933 ジ 賢女ひきいる魔法の旅は

庄
内

一般 210.5 ヤ 大江戸御家相続 湯
布
院

一般 829.3 オ らくらく話せる！タイ語レッスン
一般 596 タ スープ日乗　－鎌倉スープ教室全語録－ 北側窓 007.5 ハ はじめての今さら聞けないネット検索
一般 913.6 イ 黄金の犬　真田十勇士 くらし 626.9 ニ 自給自足の自然菜園１２ヵ月

さえぐさ ひろこ
山田 悟

山田 いずみ

前川 さなえ
田中 六大
加藤 晶子

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ
小野 健一
羽石 相
新田 穂高

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

̶2016. ５̶

　静岡県山中で見つ
かった老婆の遺体は、
光を放つ虫の大群に
覆われ、なぜか周辺に
は讃美歌が鳴り響く…。
日本ミステリー文学大
賞新人賞受賞作です。

　本棚の位置や選ぶ
おもちゃ、ちょっとし
た事で子どもが賢く
育つ空間づくりがで
きる本です。ぜひ、参
考にしてみてくださ
い。

　９６歳の今も現役
医師を続ける梅木信
子さん（臼杵市出身）
の自伝です。長年医療
と向き合ってきた梅木
さんの言葉、人生に心
が打たれます。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

宇江佐 真理
オルハン・パムク

渡辺 和子

荻原 規子
山本 博文
辰巳 芳子
犬飼 六岐

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
５
月
18
日
㈬
・
６
月
15
日
㈬

●
庄
内
図
書
館

　
5
月
28
日
㈯ 

読
書
ま
つ
り

　
6
月
19
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館

　
〈
毎
月
第
１
木
曜
日
〉

　
6
月
2
日
㈭

5
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館

　
「
ほ
ん
と
〝
お
で
か
け
〞
日
和
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般
「
い
く
ぞ
宇
宙
」

　
児
童
「
何
し
て
遊
ぶ
？
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童

　
「
い
や
し
を
求
め
て
」

　
特
別
展
示
「
伊
坂　
幸
太
郎
」

由
布
市
立
図
書
館 

5
月
企
画
展
示

「
年
代
別
名
作
絵
本
・
児
童
書
展
示
」

　

２
０
１
６
年
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
に
あ
わ
せ
て
﹇
１
９
５
０
・

６
０
年
代
﹈﹇
１
９
７
０
年
代
﹈

﹇
１
９
８
０
年
代
﹈﹇
１
９
９
０
年

代
﹈﹇
２
０
０
０
年
代
﹈、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
代
の
名
作
絵
本
・
児
童
書

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
読
ん
だ
こ

と
の
あ
る
名
作
本
と
再
会
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
5
月
29
日
㈰
ま
で

２
０
１
６
年

第
58
回　
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日

〜
５
月
12
日

の
「
こ
ど
も

の
読
書
週

間
」
に
あ
わ

せ
て
、
各
図

書
館
で
さ
ま

ざ
ま
な
展
示

や
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま

し
た
！
た
く

さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
に
参

加
し
て
も
ら

い
、
今
年
も

楽
し
い
「
こ

ど
も
の
読
書

週
間
」
に
な

り
ま
し
た
。

多
く
の
方
の

参
加
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

龍
文
庫　
寄
贈
の
お
礼

　

平
成
27
年
に

亡
く
な
っ
た
佐

藤
龍
江
さ
ん
の

ご
遺
志
を
継
ぎ
、

ご
遺
族
の
方
よ

り
由
布
市
立
図

書
館
へ
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
し
い
絵

本
が
た
く
さ
ん

仲
間
入
り
し
、
多
く
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各図書館イベントの様子

由布市立図書館 庄内図書館 湯布院図書館

５月30日㈪ 正午～

防災ラジオの
起動試験のお知らせ

問い合わせ
防災安全課（庄内庁舎）

☎097-582-1111

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

●
場
所　
由
布
支
援
学
校
運
動
場

 

（
雨
天
時
は
体
育
館
）

�
大
分
県
立
由
布
支
援
学
校

 

（
庄
内
町
西
長
宝
１
７
９
６
番
地
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
３
２
６

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
年
度
更
新

手
続
き
期
間
中
に
前
年
度
の
保
険
料
の

確
定
精
算
を
行
う
と
と
も
に
、
新
年
度

の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
年

度
更
新
手
続
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
６
月
１
日
㈬
か
ら
平
成
28
年
７
月

11
日
㈪
ま
で
で
す
（
平
成
28
年
度
概
算

分
に
つ
い
て
は
雇
用
保
険
料
率
の
変
更

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
。

�
大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

７
０
９
５
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●日時　６月７日㈫～　毎月第１火曜日（全10回）
　　　　午前10時～午前11時30分
●場所　はさま未来館　２階中研修室
●受講費　1,000円
●対象　由布市内にお住まいの方ならどなたでも♪
●申込期限　５月27日㈮
●申込先・問い合わせ　挾間公民館
　☎097-583-1118　FAX097-583-1186

　由布市でも被害の大きかった熊本
地震。
　「防災は気にはなるけど、難しそ
う…」と思っている方も多いのでは
ないでしょうか。
　“防災のちえ教室”では、防災に
ついて実践的な例を学ぶとともに、
災害が発生する仕組みなどを気象予
報士の指導のもと、わかりやすく学んでいきます。
　自分も大切な人も守ることにつながる防災に
ついて、いっしょに学んでみませんか。
※当教室は熊本地震発生前に計画いたしました。今回
被災された方には心よりお見舞い申し上げます。

防災のちえ教室

く ら し インフォメーション

運休と変更のお知らせ

〔コミュニティバス〕総務部 総合政策課

〔スクールバス〕教育委員会 教育総務課
☎097-582-1111（内線1227）

☎0977-84-3111（内線236）
問い合わせ

変 更 便
変更日 6/7 ㈫・6/14 ㈫

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：21 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

6/7
㈫

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター 12:50 発の便

6/14
㈫

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター 12:50 発の便

　中学校行事に伴い、スクールバス復路便の時間を変更して運行するため、次の便は
運休および変更となります。お間違えのないようご利用ください。

平成29年 由布市成人式のお知らせ
●
開
催
日　
平
成
29
年
1
月
８
日
㈰

●
日
程　
式
典　
午
前
11
時
か
ら

●
開
催
場
所　
は
さ
ま
未
来
館
3
階 

文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
由
布
市
挾
間
町
挾
間
）

●
対
象

　
平
成
８
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
９
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

●
参
加
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
11
月
1
日
㈫
時
点
で
、
由
布
市
に
住
民
票

が
あ
る
見
込
み
の
方

・
特
に
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
12
月
初
旬
に

成
人
式
の
案
内
状
を
お
届
け
し
ま
す
。

②
平
成
28
年
11
月
1
日
㈫
時
点
で
、
由
布
市
に
住
民
票

が
な
い
見
込
み
の
方
で
、
成
人
式
に
参
加
を
希
望
す

る
方

・
参
加
希
望
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

成
人
式
に
参
加
す
る
旨
を
、
新
成
人
者
ご
本
人
ま

た
は
ご
家
族
等
の
代
理
の
方
が
、
電
話
等
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
に
、
成
人
式
の

案
内
状
を
お
届
け
し
ま
す
（
12
月
初
旬
）。

︻
受
付
期
間
︼

　
平
成
28
年
10
月
31
日
㈪
ま
で

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
て
連
絡
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
冊
子

に
お
名
前
が
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
（
湯
布
院
公
民
館
内
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
５
６
4
）

由
布
市
成
人
式
実
行
委
員
大
募
集

～
思
い
出
を
創
り
た
い
人
集
ま
れ
！
～

　
由
布
市
成
人
式
の
企
画
と
当
日
の
運
営
実
施
を
行
う
成
人

式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
企
画
の
検
討
と
、
実
施
に
向
け
た
準

備
を
行
い
、
式
典
当
日
の
運
営
に
携
わ
り
ま
す
。

　
〝
思
い
出
に
残
る
自
分
た
ち
の
成
人
式
〟
を
め
ざ
し
、
大

切
な
記
念
行
事
を
自
ら
作
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
主
な
内
容

○
式
典
の
諸
計
画
の
検
討
と
当
日
の
運
営
補
助

○
式
典
に
付
帯
す
る
自
主
行
事
の
企
画
と
そ
の
運
営

●
対
象
者　
次
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
新
成
人
者
（
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方
）。

○
企
画
・
運
営
な
ど
全
体
の
調
整
に
関
心
の
あ
る
方
。

○
由
布
市
内
で
開
催
す
る
成
人
式
実
行
委
員
の
会
議
お
よ
び

式
典
（
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル
含
む
）
に
出
席
可
能
な
方
。

●
募
集
人
員　
若
干
名
（
市
内
出
身
者
ま
た
は
市
内
在
住
者
）

●
応
募　
平
成
28
年
8
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
「
成
人
式
実
行
委
員
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
最
も
連
絡
の
つ
き
や
す
い
電
話

番
号
等
）
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
自
薦
、他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、本
人
の
同
意
を
要
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）
と
な
り
ま
す
。

※
計
画
と
検
討
の
話
し
合
い
は
５
回
程
度

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
（
湯
布
院
公
民
館
内
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
５
６
４
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
７–

８
４–

２
６
０
３

湯布院公民館主催教室

ボディーワークで
リフレッシュ♪

　日常生活で、自分の姿勢が気に
なる方や運動不足だな…。という
方にすごくお勧めします！！
 「ボディーワーク」とは身体に働きかけるとい
うことでありストレッチ、ヨガ、ピラティスなど
のさまざまなエクササイズの総称と言えます。毎
日少しずつ変わる体調を管理し、健康な状態を自
分で維持出来るようにするのが目的で、どなたで
も行うことができるエクササイズです。
●対象　由布市内に在住する方　１５人
●場所　湯布院公民館
●開催日時　午後１時～午後２時３０分（９回）
　・６月14日㈫　・６月28日㈫　・７月 5日㈫
　・７月19日㈫　・８月 2日㈫　・８月 9日㈫
　・８月23日㈫　・９月 6日㈫　・９月20日㈫
●受講料　 1,000円（１回目に徴収します）
●申込期限　５月２４日㈫
●申込先・問い合わせ
　湯布院公民館　☎０９７７－８４－２６０４

庄内公民館

親子ふれあい教室
参加者募集！！

　親子で一緒に活動しませんか？
　この教室ではリトミックや料理
を通して親子でふれあいます。
●対象　由布市在住の未就学児
とその保護者
●場所　庄内公民館
●時間
　午前１１時～正午
●回数　年６回（１回目は６月２３日㈭）
●内容
　リトミック、3Ｂ体操、親子クッキングなど
●受講料
　無料（ただし、料理教室のみ材料費必要）
●定員　１０組
●申込締切　５月２０日㈮
●申込先・問い合わせ
　庄内公民館　☎０９７－５８２－０２１４
 （平日の午前９時～午後５時）

●日時　６月１日㈬～８月３日㈬の全10回
　　　　毎週水曜日 午後７時～午後８時
●場所　はさま未来館　４階多目的研修室
●受講費　1,000円
●対象　由布市内にお住まいの方ならどなたでも♪
●定員　20人
●申込期限　５月24日㈫
※応募多数の場合は抽選となります。ご了承ください。
●申込先・問い合わせ　挾間公民館
　☎097-583-1118　FAX097-583-1186

ピラティス教室
受講生募集

　昨年度大好評だったピラティス教室を、今年
は６月から開始します！
　楽しい先生の指導のもと、自
分自身の体を見つめなおしてみ
ませんか。
※ピラティスは、体幹を鍛え、笑顔
で楽に生活するための体や、しな
やかで強い筋肉をつくってくれる
エクササイズです。
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無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

被災された国民年金被保険者のみなさまへ

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　６月 4日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　６月 3日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　６月15日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　６月 6日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※庄内庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場

合のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は庄内庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振

興課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
挾間庁舎　　　６月14日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　　６月15日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　６月 7日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　　６月17日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　　６月10日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　６月 3日㈮ 午後１時～午後３時
�総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線1205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　６月５日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　６月５日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。出店を希望される方

は５月20日までにお申し込みください（必着）。
�大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

●軽自動車税　全期分
●入湯税　５月期分（４月分）
納期限　平成28年５月31日㈫

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは市民課・税務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）まで
お問い合わせください。
５
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

庄 湯
8 9 10 11 12 13 14

庄 庄 挾 湯/挾 湯
15 16 17 18 19 20 21

庄 庄 挾 湯/挾 湯
22 23 24 25 26 27 28

庄 庄 挾 湯/挾 湯
29 30 31

庄 庄
６
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

挾 湯/挾 湯
5 6 7 8 9 10 11

庄 庄 挾 湯/挾 湯
12 13 14 15 16 17 18

庄 庄 挾 湯/挾 湯
19 20 21 22 23 24 25

庄 庄 挾 湯/挾 湯
26 27 28 29 30庄 庄 挾 湯/挾

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編
集
後
記

▼
今
月
号
は
地
震
の
影
響

で
急
遽
一
部
内
容
を
変
更

し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
余

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
地

震
と
い
う
見
え
な
い
も
の

へ
の
不
安
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
体
調
管
理
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。（
た
）

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
市

長
と
ゆ
ー
ふ
ー
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
本
震
発

生
後
も
、
余
震
が
度
々
起

こ
り
不
安
を
抱
え
る
日
々

で
す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ

由
布
市
一
丸
と
な
り
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
あ
）

人　
　口 ひとの動き

�被災者専用フリーダイヤル
　　　　　　　　　☎0120–558–656（通話無料）
　大分年金事務所　☎097–552–1211
　保険課（湯布院庁舎）
　　　　　　　　　☎0977–84–3111（内線337）

国民年金保険料の免除
および口座振替についてのお知らせ

１　熊本地震で被災し、住宅、家財、その他
の財産について、被害金額がおおむね２分
の１以上の損害を受けられた方等は、ご本
人からの申請に基づき、国民年金保険料の
全額または一部が免除になります。

２　免除となる対象者の範囲の詳細や申請手
続きについては、市区町村またはお近くの
年金事務所へお問い合わせください。

３　保険料の口座振替を利用されている方で、
被災により今後の保険料納付が困難な方は、
口座振替の停止をすることができます。被
災者専用フリーダイヤルまたはお近くの年
金事務所までご連絡いただくか直接、振替
先の金融機関本支店に停止のご連絡をお願
いします。

総人口  35,267人（＋16）
世帯数  15,514戸（＋62）

男  16,909人（＋41）
女  18,358人（ − 25）

４月30日現在 （　 ）は前月比

り
、
川
に
取
水
口
を
設
け
、
長
大
な

井
路
を
通
じ
て
台
地
に
水
を
引
く
よ

う
な
大
規
模
な
灌
漑
工
事
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
、
水
田
稲
作
が
社
会
を

支
え
る
生
産
基
盤
と
な
っ
た
の
で
、

こ
う
し
た
井
路
が
出
来
る
事
に
よ
っ

て
人
々
は
新
田
を
興
し
、
一
粒
、
一

石
の
思
い
を
込
め
て
、
米
の
増
産
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
土
地
開
発
の
歴
史
を
見

る
時
、
鎌
倉
時
代
と
江
戸
時
代
は
大

開
拓
時
代
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
江
戸
時
代
の
開
発
は

耕
地
の
飛
躍
的
な
増
加
を
も
た
ら
し
、

大
分
川
の
上
・
中
流
域
に
あ
る
由
布

の
地
は
、
新
田
開
発
の
た
め
の
重
要

拠
点
と
し
て
多
く
の
井
路
が
造
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
井
路
に
つ
い
て
は
、
次

回
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
参
考
文
献
〕

『
町
誌
湯
布
院
』・『
庄
内
町
誌
』

『
挾
間
町
誌
』

　
５
月
に
な
る
と
、
田
ん
ぼ
に
水
が

張
ら
れ
、
天
気
の
良
い
日
は
キ
ラ
キ

ラ
と
水
面
が
光
る
美
し
い
景
色
が
ひ

ろ
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
風
景
が

見
ら
れ
、
お
米
作
り
が
で
き
る
の
は
、

初
瀬
井
路
を
は
じ
め
と
す
る
、
由
布

の
大
地
を
流
れ
る
数
多
く
の
井
路
が

あ
る
か
ら
で
す
。
今
回
は
井
路
の
お

話
で
す
。

　
由
布
市
に
は
、
由
布
岳
に
端
を
発

し
て
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
横
断
す
る

よ
う
に
西
か
ら
東
へ
と
流
れ
て
ゆ
く

大
分
川
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
に
花
合

野
川
、阿
蘇
野
川
、小
挾
間
川
、芹
川

な
ど
の
支
流
が
次
々
と
合
流
し
て
ゆ

く
、
豊
か
な
水
系
を
も
つ
地
域
で
す
。

　
し
か
し
、
深
い
谷
を
形
成
し
て
い

る
た
め
、
江
戸
時
代
以
前
は
こ
の
水

を
利
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
く

大
変
困
難
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
谷
水
を
導
い
て
田
を
営
む
谷
田

が
稲
作
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
「
日ひ

そ
ん
し
ょ

損
所
」
と
呼
ば
れ
た
干
損
地

が
多
く
、
水
田
で
は
な
く
畑
作
に
依

存
す
る
傾
向
が
強
い
地
域
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
戦
国
時
代

に
戦
で
培
わ
れ
た
築
城
・
道
路
建
設

な
ど
の
土
木
技
術
、
鉱
山
採
掘
で
の

削
岩
、
土
提
築
造
、
貫
掘
り
、
測
量

な
ど
の
技
術
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ

　 農業サポーター

︹
問
い
合
わ
せ
︺

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
湯
布
院
公
民
館
）

　

☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

歴 史 民 俗 資 料 館 報

春
夏
野
菜
の
植
え
付
け
か
ら

管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す

●
ナ
ス
…
元
肥
の
入
れ
す
ぎ
は
実
の
着
き
を
悪
く
し
ま
す
。
花
が
咲
き
、
実
が

肥
大
を
始
め
た
ら
最
初
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
追
肥
は
１
ヵ
月
に
１
回
を
目

安
に
行
い
ま
す
。
第
1
花
が
咲
く
主
枝
と
そ
の
上
部
か
ら
出
る
枝
、
そ
し
て

第
１
花
の
す
ぐ
下
か
ら
で
る
枝
と
で
３
本
仕
立
て
と
し
ま
す
。
そ
れ
よ
り
下

の
芽
は
摘
み
取
り
ま
す
。
生
育
期
間
中
は
常
に
水
を
必
要
と
し
ま
す
。

●
ト
マ
ト
…
元
肥
の
入
れ
す
ぎ
は
実
の
着
き
を
悪
く
し
ま
す
。
最
初
の
追
肥
は

１
段
目
の
果
房
の
大
き
さ
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
く
ら
い
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
後

１
ヵ
月
に
１
回
を
目
安
に
行
い
ま
す
。
わ
き
芽
は
摘
み
取
り
１
本
仕
立
て
に
し

ま
す
。
ト
マ
ト
は
水
が
い
ら
な
い
と
言
う
人
が
い
ま
す
が
間
違
い
で
す
。
乾

燥
に
は
強
い
で
す
が
生
育
初
期
は
か
ん
水
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
キ
ュ
ウ
リ
…
株
元
が
茂
り
混
み
合
う
と
病
気
が
発
生
す
る
の
で
、
浅
植
え
で

株
元
を
少
し
高
く
し
、
風
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。
地
温
の
上
昇
、
土
壌

の
乾
燥
お
よ
び
病
害
虫
や
雑
草
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
稲
わ
ら
や
黒
マ
ル
チ

で
、
う
ね
を
覆
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
に
す
る
と
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
が
つ

き
に
く
く
な
り
ま
す
。

●
ス
イ
カ
…
連
作
障
害
が
出
や
す
い
の
で
、
2
～
3
年
は
植
え
る
の
を
避
け
ま

す
。
や
や
高
畝
に
し
、
定
植
前
に
は
十
分
か
ん
水
し
て
お
き
ま
す
。
寒
さ
に

は
弱
い
の
で
生
育
初
期
は
保
温
の
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
等
で
被
覆
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
本
葉
5
～
6
枚
で
芯
止
め
し
、
4
～
5
本
の
子
づ
る
を
出
さ
せ

ま
す
。
1
株
に
4
～
5
果
、
子
づ
る
の
15
～
20
節
に
着
果
さ
せ
ま
す
。
着
果

節
位
が
低
い
と
「
す
入
り
果
」
の
可
能
性
が
高
い
の
で
摘
果
し
ま
す
。

●
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
…
無
理
な
早
ま
き
を
避
け
、
最
低
地
温
が
13
～
14
℃
以
上
に

な
る
の
を
待
っ
て
か
ら
種
を
播
き
ま
す
。
間
引
く
株
は
引
き
抜
か
な
い
で
、
ハ

サ
ミ
や
ナ
イ
フ
な
ど
で
株
元
か
ら
切
り
取
り
ま
す
。

●
サ
ト
イ
モ
…
第
１
回
目
の
追
肥
は
草
丈
30
㎝
頃
に
株
間
へ
油
粕
と
化
成
肥
料

を
混
ぜ
て
施
し
、
中
耕
、
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

●
タ
マ
ネ
ギ
…
晩
生
種
の
収
穫
時
期
は
5
月
下
旬
頃
か
ら
、
全
体
が
自
然
倒
伏

し
た
状
態
の
頃
で
す
。
晴
天
が
続
く
日
を
選
ん
で
収
穫
し
ま
す
。
雨
天
な
ど

に
無
理
に
収
穫
す
る
と
、
貯
蔵
中
に
悪
臭
を
放
ち
腐
敗
が
進
み
ま
す
。
湿
気

を
嫌
う
た
め
通
風
の
良
い
日
陰
に
置
き
貯
蔵
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

2223 2016. ５　市報ゆふ 市報ゆふ　2016. ５



市
報

ゆ
ふ

2016.5　
vol.128

■
発
行
　
由
布
市
役
所
　
　
■
編
集
　
総
務
部
総
務
課

■
印
刷
　
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ

〒
879-5498 由

布
市
庄
内
町
柿
原
302番

地
　
TEL097-582-1111

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.city.yufu.oita.jp/

こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

ま
せ
ん
。
〝
こ
の
余
震
一
日
も
早
く
治
ま
っ
て

以
前
の
生
活
に
戻
り
た
い
〟
そ
う
願
わ
ず
に
お

れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
度
、
全
国
各
地
の
多
く
の
方
や
団
体
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
見
舞
い
や
支
援
物
資
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
被
災
者
を
思
う
温
か
い
心
に
対

し
、
大
変
う
れ
し
く
感
謝
で
一
杯
で
す
。
被
災

を
免
れ
た
皆
さ
ん
方
も
被
災
者
に
寄
り
添
い
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
あ
れ
か
ら
２
週
間
、
気
が
付
く
と
若
葉
が
生

き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
、
そ
し
て
頑
張
っ
て
、
若
葉
の

よ
う
に
さ
ら
に
輝
く
由
布
市
に
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
も
皆
さ
ん
の
生
活
が
一
日
も
早
く
元

に
戻
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
こ
の
度
の
熊
本
大
分
地
震
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

「
体
が
突
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
揺
れ
と
共

に
、
家
中
が
ミ
シ
ミ
シ
と
今
に
も
倒
れ
そ
う
な

大
き
な
揺
れ
、
ガ
チ
ャ
ン
、
ガ
チ
ャ
ン
と
台
所

で
は
お
皿
、
茶
碗
等
棚
か
ら
飛
び
出
し
て
割
れ

る
音
、
も
う
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。
恐

ろ
し
か
っ
た
！
」
「
こ
ん
な
経
験
は
は
じ
め
て

じ
ゃ
ー
！
」
皆
さ
ん
口
々
に
そ
の
と
き
の
恐
ろ

し
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

弱
す
ご
い
大
き
な
地
震
で
す
。

　
わ
た
し
は
40
数
年
前
大
分
県
中
部
地
震
を
経

験
し
ま
し
た
。
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
の
１
階

が
つ
ぶ
れ
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

庄
内
の
直
野
内
山
地
区
で
は
「
も
う
家
の
中
に

は
恐
ろ
し
く
て
入
り
き
ら
ん
！
」
と
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
の
生
活
を
続
け
ま

し
た
。
今
回
は
あ
の
時
よ
り
も

規
模
も
遥
か
に
大
き
く
、
皆
さ

ん
は
ま
た
余
震
が
来
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
恐
怖
に
脅
え
な

が
ら
避
難
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
が
傾
く
、
屋
根
瓦
が
落
ち

る
、
塀
が
倒
れ
る
、
石
垣
が
崩

れ
落
ち
る
、
家
の
中
で
は
窓
ガ

ラ
ス
が
割
れ
た
り
、
家
財
道
具
、

調
度
品
、
台
所
用
品
等
な
ど
壊

れ
、
割
れ
た
り
し
て
足
の
踏
み

場
も
な
い
状
態
で
す
。
ど
れ
ほ

ど
の
恐
怖
だ
っ
た
か
想
像
で
き

健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

四
し か し ょ

ケ所 花
は な

ちゃん
平成２６年５月２７日生　湯布院町川上

奥
お く

 颯
そ う す け

介くん
平成２７年５月２０日　挾間町古野

河
か わ の

野 愛
あ い り

凛ちゃん
平成２７年５月１６日生　庄内町野畑

江
え と う

藤 寛
か ん た

太くん
平成２５年５月２６日生　湯布院町川上

佐
さ と う

藤 拓
た く み

実くん
平成２７年５月３日生　庄内町畑田

野
の じ り

尻 羽
は る

琉ちゃん
平成２６年５月２４日生　挾間町谷

　お誕生日コーナーへの掲載
を希望される保護者の方は、
事前に総務課（☎097–582–
1111 内線1208）へ電話でお
申し込みください。対象は３
歳以下で、市報ゆふのお誕生
日コーナーに掲載されたこと
がない方とします（先着順）。
６月生まれの申込締切は５月
18日㈬、７月生まれの申込締
切は６月22日㈬です。

▲避難所を訪れた時の様子

▲市内各所大きな被害を受けました
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